
 

２納品の実際羽数が必要。 

（納品時の手書きメモなどでも記載があれば OK） 

実際の導入羽数で単価を計算し直すため。 

  記載が無い場合は、 

別途導入羽数がわかる、または計算できる書類 記載欄が無い場合は 

手書きで加筆も OK 

導入関係伝票例（鶏種共通） 

導入データ、素畜費用 
必要情報 

日齢、実際導入羽数、金額、導入日 



肉用鶏の場合 

敷料費 

導入の際に必要とした経費があれば 

出荷時日齢の確認用 

販売額 



参照はここまで 

飼料費関係伝票例 

期間外や他ロット分が混ざっている

場合は、該当の行にマークや注釈 

必要情報 

年月、単価 

汚染物品としての埋却数量が記載の数量を超えている場合 

■ もう一つ前の伝票を追加 または 

■ 同月内のため価格変更が無いなら、その旨を追記 
値引きの記載が別月伝票にある

場合は反映を忘れずに！ 



生産費関係伝票例 

「飼養に要する費用」＝製品の販売に関するものは除く。 

 

採卵鶏でも卵の販売費用は入らない 

（GP の維持管理費、販売用パック、ラベル、鶏卵の輸送費、

販売員人件費など） 

金額の一部を除く場合は理由や計算式が必要 

必要情報 

年月、金額、注釈 



精算書 

NO.     

(株)○×鶏 

 ★☆農場 様 

 20xx 年 8 月 18 日 

鶏種  単価 金額（税抜） 金額（税込） 

お預かり羽数 ＊＊＊ ●◎   

死鳥羽数     

検査対象羽数     

検査料     

捕鳥費     

合計金額 － －   

うち税 － － －  

検査   年  月  日 

廃鶏伝票例（羽数単位） 

＜日齢＞ 

殺処分した鶏の廃鶏サイクルが決まっていて、その書類がある場合は不要 

 

毎回様子を見て出荷する場合は、廃鶏伝票に記載された鶏の日齢が必要 

伝票にメモなど無い場合 

・別途、廃鶏日齢について記録したもの 

・飼養簿の導入日箇所 

などを追加お願いします 

必要情報 

１羽あたり単価 

出荷日齢を推定できる情報（あれば） 



親鳥出荷票 
○△食鳥組合 

 

No 出荷日 組合員コード 氏名 

 20XX 年 8 月 18 日 １９４ 農林養鶏 

 

品名: □ オールアウト赤  □ Lay 種鶏 

□ オールアウト白  □ Bro 種鶏 

農場発時刻： 

 数 平均体重 

羽数 1870 羽  

死鳥 6 羽  

廃棄 6 羽  

計 12 羽  

総重量 

車両番号        運転者 

食鳥受付票 
○△食鳥組合 

 

工場区分 ◎◇工場 

受入年月日  

伝票番号  

組合コード  

品名 オールアウト白 

羽数 1870 羽 

総重量 ＊＊＊＊＊ kg 

全体重量 ＊＊＊＊＊ kg 

正味重量 3000.5 kg 

平均体重 ＊＊ kg 

コンテナ総重量  

 

入金通知書 

農林養鶏  

作成日：  

日付 品名 数量(kg) 単価 精算額 消費税 

20XX 年 8 月 17 日 親鳥オールアウト ＊＊＊＊ kg  ＊＊ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 

20XX 年 8 月 18 日 親鳥オールアウト ＊＊＊＊ kg  ＊＊ ＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 

期間 20XX 年 8 月 1 日～20XX 年 8 月 31 日 

廃鶏伝票例（重量単位の場合） 

→１羽あたりの単価に換算 

記載単価が重量ベース 

必要情報 

出荷日齢を推定できる情報 

伝票に対応する羽数 



飼養羽数 例 

鶏舎ごとに記録されているもの 

（１か月ごと、１日１ページなど） 
会社の統計用データ 

羽数を県に報告している書類など 死亡数を記録したカレンダーなど 



鶏卵価格 例 

販売手数料が発生する場合は明記 


